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•地域公共交通計画では、評価指標の設定が必要

✓PDCAサイクル(計画→実行→確認→見直し)の繰り返し
による改善・向上

✓関係者間での実態や危機感の認識共有

✓実態の経年把握

✓関係者のモチベーション

✓数値を持った説明による議論の具体化、理解促進

•設定する評価指標によっては、交通事業者をはじめ
とした関係者の協力が必要不可欠
⇒今後の検討にあたってご理解・ご協力をお願いし
たい
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評価指標の検討



•評価指標を設定する目標は旅客サービスに係るもの
を中心にバランスよく設定

•計画の実行を通じた社会全体が受ける効果や変化の
評価が重要
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評価指標の検討

アウトプット：取組の実施件数など

アウトカム：取組の効果

把握のために追加調査が必
要な指標

本計画で位置付けた事業以
外の影響を受けやすい指標

4-2 元町～サンセット
パームラインを周遊する

観光モビリティ

島の魅力度向上

市民の満足度
向上

路線バス
収支率改善

観光客数増加

取組による効果の発現フロー

売り上げ増加

評価指標の単位 ％

•ネットワークがよりよくなったこ
とを示す必要あり

•そのため、中間アウトカムである
公共交通人口カバー率を評価指標
として設定

施策4：生活や観光行動に対応した新たなモビリティの検討

商業施設への
アクセス改善

自治体の
財政改善

ネットワーク
の拡充

公共交通人口
カバー率向上

公共交通の
利便性向上

宿泊施設への
アクセス改善

過度な自動車
利用の減少

公共交通
分担率向上

駐車場など自動車のた
めの空間の有効活用

輸送時の環境負荷
低減

宿泊者数増加

島内の経済が
活性化

交通事故の減少

外出促進

歩行距離の増加

健康寿命の延伸、
介護・フィル予防

雇用増加
収入増加

モビリティが
新たな魅力に

商業施設の
認知が広まる

宿泊施設の
認知が広まる

評価指標の単位 ％

•ネットワークがよりよくなったこ
とを示す必要あり
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